












The Position of Riegl’s Altorientalische Teppiche　　　　　　　　　　　　　　　　　  　
　Altorientalische Teppiche（1891）is the first book of the art historian Alois Riegl（1858-
1905）and highly significant in the development of his whole activities. Furthermore, it 
is regarded as the starting point of theoretically exact studies in Teppich in general. In 
this matter, however, there occurs to us some anxiety about our ability in appreciating 
the real value of the book, because traditionally we have not been accustomed to 
Teppich（carpet, hanging and rug）in our Japanese common life.
　Now happily in the reprinted book is added newly a chronological survey of 
Teppich-studies in the 1970s. With the help of this compact survey we can be certain 
to judge the correct position of Riegl’s original view in his book.
　I am aware of most important usefulness of this survey for us, and in order not to 
miss any detail, with Riegl’s Vorwort and Einleitung I have translated this 
Bibliographische Einführung into Japanese here.
　The original text is as follows:
Alois Riegl, Altorientalische Teppiche − Mit einer bibliographischen Einführung von 
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en Jones, 1809-1874 ）はオリエント絨毯の長所の讃美を心得ていたことか！
　










































明かとなった。往昔へと繋ぐ決定的な一歩となったばかりでない。決定的なのは、ただ遺例の比較研究から出立するしかなかった者に比べる 、この領域で全く別の補助資料を意のままに扱えるオリエント学者によって当の一歩が企てられたことである。長い一連の面倒な比較観察 成果も、 自分の知らぬイスラム文献が公刊されるや恐らく、翌日には台無しになりかねないとして 以前は素材の検討に懸念を懐いていたものだが、サラセ 人の織布技芸を語る同時代の文献的情報について、これ 包み隠さ ていた神秘 覆
ヴェール
いをひとりの資料知識該愽なオリエント研究
者が揚げてくれた瞬間、当の懸念は くなった。だか と 研究 主題自体はなお尽されてい い。カラバチェクの意図は最初から、ほかの絨毯群は完全に無視 、ただ自身の公開する絨毯に現れ る特別種類の装飾文様および技術だけを論じることにあったからである　
カラバチェクによって与えられた刺戟にもかかわらず、その後われわれ当面の疑問について名をさらに挙げるほ
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ることは少しも疑いない。当然この相違は絨毯部類双方の外面的性状に表れずにいない。ところで外面的性状は何より技術的制作の仕方に依存するから この事情はお ずと、絨毯 使用目的が異な ば技術的制作法も異なる
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識は、ギリシア・ローマ文献への大観と結ばれて、エジプト人メソポタミア人の遺例といわば融け合せつつ、絨毯結糸技術開始の姿を立上らせた。建てられた体系は共感しつつ理解できるものだが、しかしオリエント絨毯の始まりに手掛りを摑むという目的は達せられ いない。紀元前五〇〇年頃と れ ツィリク絨毯（
P
azyrikteppich ）と
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まざまな認識を一箇の新体系に統合しようとす 精妙な作業を示し る。ベルリン美術館群総長ボーデには研究方針の因子としては年代問題が初めて中心であると思われ、首唱者レッシングに還ることだが、古い巨匠たちの絵画に描かれたオリエント絨毯 模像にこそ最も適切な解決策を見出せる、 とす 偶発的 文字や「数字（
Z
ahlen ） 」
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agazine, The Art Bulletin, Apollo, Belvedere　
等々）一九二〇年代の諸論文に代って一九五〇年代に、外


































. Sarre : D
ie ägyptische H
erkunft der sogenannten D
am
askus-T





. Sarre : D
ie ägyptischen T









































































） は著書 『ペルシア絨毯』 においてペルシア人現在の絨毯産業を追跡、
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ている。困難が多くて立往生となるのは、織布の領野内で作業過程は別々なのに図像形成に生じる相似性を探ろうとする努力である。こうした努力の挫折が見ら る 、例えばコーカサス人・トルクメン人・ウズベキスタン人の刺繡につ ての特殊研究であり、キリム［
綴織絨毯
］についての、あるいは捺染素材や織成素材についての専攻
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eiter ） であった。表題 「オーストリア貿易博物館におけるオリエント絨毯展覧会」
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